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1. 推進体制 

生物多様性は、私たちの暮らしや経済と密接に関わっています。この暮らしや経済が持続

可能であるためには、東京の自然や都民が利用する世界の自然に関わる、あらゆる主体によ

る自主的かつ連携した取組が必要となります。そこで、東京都の生物多様性地域戦略は、様々

な関係者と連携するため、次の推進体制で進めていきます。 

■学識経験者等の助言を踏まえた施策の推進・見直し 

東京都自然環境保全審議会計画部会において、学識経験者及び民間の有識者などから総合

的な視点で助言をいただきながら施策の推進や見直しを行っていきます。 

■（仮称）生物多様性地域戦略庁内推進会議の設置 

本戦略の改定のために設置した「生物多様性地域戦略改定庁内検討会」を基に、「（仮称）

生物多様性地域戦略庁内推進会議」を新たに設置し、関係各局と連携した生物多様性関連施

策を推進していきます。 

■区市町村における生物多様性所管部署との連携 

都内区市町村と生物多様性の保全と持続可能な利用に関して情報交換を行うとともに、区

市町村と連携した施策を推進していきます。 

■多様な主体との連携などを支える体制の整備 

都内における生物多様性関連の施設や団体とネットワークを構築し、事業者・NPO 等と連

携した取組を推進できるよう、様々な関係者間との連携・協力を促進し、必要な情報の提供、

助言を行うなどの機能を持つ拠点の整備を検討します。  
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様々な主体による連携・協働のイメージ 
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2. 進行管理 

本戦略の推進にあたっては、東京都自然環境保全審議会計画部会に、都が進める生物多様

性に関する取組の実施状況について報告し、学識経験者等の意見を踏まえて取組の方向性に

ついて点検・評価を行うことで、地域戦略の進行管理を行います。 

■ＰＤＣＡサイクルによる進行管理 

本戦略の着実な進行管理と見直しを図るために、戦略の計画（PLAN）、取組の実行（DO）、

検証（CHECK）、見直し（ACT）のＰＤＣＡサイクルによる継続的な改善を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■（仮称）東京都生物多様性地域戦略アクションプランの公表 

本戦略に基づく都の取組を「（仮称）東京都生物多様性地域戦略アクションプラン」として

取りまとめ、毎年度、東京都環境局のホームページにて進捗状況の公表を行います。 

■地域戦略の見直し 

本戦略は、ポスト 2020 生物多様性枠組の目標年次である 2030 年を機に、国際的な目標の

再改定又は国家戦略の改定状況を踏まえた見直しを行います。ただし、社会情勢等の変化も

想定されるため、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

・地域戦略の改定 

・東京都生物多様性地域戦略

アクションプランの修正 

・各主体による取組の実施 
・東京都生物多様性地

域戦略アクションプ

ランによる実績評価 

・評価結果を踏まえた

取組の見直し 
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1. SDGｓの 17 ゴール・アイコン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 貧困をなくそう 
あらゆる場所であらゆる形態の貧
困に終止符を打つ 

２ 飢餓をゼロに 
飢餓を終わらせ、食料安全保障及
び栄養改善を実現し、持続可能な
農業を促進する 

９ 産業と技術革新の基盤をつく
ろう 
強靱なインフラ構築、包摂的かつ
持続可能な産業化の促進及びイノ
ベーションの推進を図る 

３ すべての人に健康と福祉を 
あらゆる年齢のすべての人々の健
康的な生活を確保し、福祉を促進
する 

４ 質の高い教育をみんなに 
すべての人々への包摂的かつ公正
な質の高い教育を提供し、生涯学
習の機会を促進する 

５ ジェンダー平等を実現しよう 
ジェンダー平等を達成し、すべて
の女性及び女児のエンパワーメン
トを行う 

６ 安全な水とトイレを世界中に 
すべての人々の水と衛生の利用可
能性と持続可能な管理を確保する 

７ エネルギーをみんなに そし
てクリーンに 
すべての人々の、安価かつ信頼で
きる持続可能な近代的エネルギー
へのアクセスを確保する 

８ 働きがいも経済成長も 
包摂的かつ持続可能な経済成長及
びすべての人々の完全かつ生産的
な雇用と働きがいのある人間らし
い雇用を促進する 

10 人や国の平等をなくそう 
各国内及び各国間の不平等を是正
する 

11 住み続けられるまちづくりを 
包摂的で安全かつ強靱で持続可能
な都市及び人間居住を実現する 

12 つくる責任 つかう責任 
持続可能な生産消費形態を確保す
る 

13 気候変動に具体的な対策を 
気候変動及びその影響を軽減する
ための緊急対策を講じる 

14 海の豊かさを守ろう 
持続可能な開発のために海洋・海
洋資源を保全し、持続可能な形で
利用する 

15 陸の豊かさも守ろう 
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利

用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠

化への対処、並びに土地の劣化の阻止・

回復及び生物多様性の損失を阻止する 

16 平和と公正をすべての人に 
持続可能な開発のための平和で包摂的
な社会を促進し、すべての人々に司法
へのアクセスを提供し、あらゆるレベ
ルにおいて効果的で説明責任のある包
摂的な制度を構築する 

17 パートナーシップで目標を達
成しよう 
持続可能な開発のための実施手段
を強化し、グローバル・パートナ
ーシップを活性化する 
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2. 東京都レッドリストのカテゴリー区分

カテゴリー名称 表示 基本概念 

絶滅 EX 
当該地域において、過去に生息していたことが確認されており、飼育･栽培下
を含めすでに絶滅したと考えられるもの 

野生絶滅 EW 
当該地域において、過去に生息していたことが確認されており、飼育･栽培下
では存続しているが、野生ではすでに絶滅したと考えられるもの 

絶滅危惧Ⅰ類 CR+EN 
現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、野生での存続が困
難なもの 

絶滅危惧
ⅠA 類 

CR ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

絶滅危惧
ⅠB 類 

EN ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

絶滅危惧Ⅱ類 VU 
現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来「絶滅
危惧Ⅰ類」のランクに移行することが確実と考えられるもの 

準絶滅危惧 NT 
現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」と
して上位ランクに移行する要素を有するもの 

情報不足 DD 
環境条件の変化によって、容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行し得る属性を
有しているが、生息状況をはじめとして、ランクを判定するに足る情報が得ら
れていないもの 

留意種 ＊ 

現時点では準絶滅危惧のレベルではないが、相対的に数が少ない種であり、
次の理由（選定理由①～⑥）のいずれかにより容易に個体数が減少することが
あり得るため、その動向に留意する必要があるもの 

＜選定理由＞ 

①生育、生息環境が減少もしくは悪化することで、個体数が減少するおそれ
がある。 

②生息地の限定もしくは分断による個体群の縮小あるいは孤 立化により、個
体数が減少するおそれがある。 

③人為的な環境配慮により個体群が維持されているが、人為的な環境配慮が
失われた場合、個体数が減少するおそれがある。 

④外来種の影響により、個体数が減少するおそれがある。

⑤生活史の一部または全部で特殊な環境条件を必要としている種であり、こ
れら特殊な環境が失われた場合、個体数が減少するおそれがある。 

⑥かつて悪化していた環境の回復にともない個体群規模が戻ったが、その状
況は不安定であり、環境が変化すれば個体数が減少するおそれがある。 

ランク外 ○ 
当該地域で生育、生息が確認されているが、上記カテゴリーに該当しないも
の 

データ無し ― 
当該地域において生育、生息している（していた）可能性が 

あるが、確実な記録や情報が得られなかったもの 

非分布 ・ 
生態的、地史的な理由から、もともと当該地域には分布しないと考えられるも
の。ただし、鳥類では、確認記録があっても当該地域が主たる生息域ではない
と判断される場合注 は、非分布として扱った。 




